
 

 

だんだんと朝晩
あさばん

がひんやりして、秋
あき

の気配
け はい

を感
かん

じるようになりました。気温
き お ん

の変化
へんか

で体調
たいちょう

をくずしやすい

季節
き せ つ

です。しっかりごはんを食
た

べて、夜
よる

はゆっくり休
やす

んで、元気
げ ん き

に過
す

ごしましょう。また、１０月
がつ

１０日
にち

は「目
め

の

愛護
あい ご

デー」です。「１０１０」がまゆと目
め

の形
かたち

に見
み

えることから、この日
ひ

になったと言
い

われています。ゲームやタ

ブレットの使
つか

いすぎは目
め

が悪
わる

くなる原
げん

因
いん

の１つです。３０分
ふん

に１回
かい

は休
きゅう

けいをしたり、外
そと

で体
からだ

を動
うご

かしたりし

て目
め

を大切
たいせつ

にしましょう。 

 

 

 

 

  １０月
がつ

７日
にち

の保
ほ

健
けん

集
しゅう

会
かい

では、児童
じ ど う

保健
ほ け ん

委員会
いいんかい

のみなさんが作成
さくせい

した「目
め

のクイズ」を放送
ほうそう

します。目
め

が見
み

える仕組
し く

みや目
め

の病気
びょうき

などを知
し

り、楽
たの

しみながら目
め

の健
けん

康
こう

について考
かんが

えてみてください。 
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□ テレビやゲームを１時間
じ か ん

以上
いじょ う

続
つづ

けて見
み

ていない 

□ 本
ほん

やマンガを読
よ

むときは、３０分
ぷん

ごとに休
きゅう

けいしている 

□ ゲームやタブレットをするときは、画面
が め ん

から３０ｃｍ以上
いじょ う

はな

して見
み

ている 

□ 外
そと

で体
からだ

を動
うご

かす時
じ

間
かん

をとっている 

□ 夜
よる

はぐっすりねむって、目
め

を休
やす

めている 

□ 勉強
べんきょう

をするときは、明
あか

るいところでしている 

□ 字
じ

がぼやけたり、黒板
こくばん

が見
み

えにくいことがない 

・ チェックが５つ以上
いじょう

→目
め

を大切
たいせつ

にして生活
せいかつ

できています！この調子
ちょうし

で、休
きゅう

けいをとった

り、外
そと

で遊
あそ

んだりして、これからも健康
けんこう

な目
め

を育
そだ

てましょう。 

・ チェックが４つ以
い

下
か

→少
すこ

し目
め

が疲
つか

れているサインかもしれません。テレビやゲームの時
じ

  

間
かん

を減
へ

らしたり、勉強
べんきょう

をするときの明
あか

るさに気
き

を付
つ

けましょう。    

 

目
め

の健康
けんこう

 

チェック✅ 
 



 

 

 １０月
がつ

に入
はい

り、かぜをひいたり、胃
い

腸炎
ちょうえん

などの感染症
かんせんしょう

で学
がっ

校
こう

をお休
やす

みする人
ひと

が増
ふ

えてきました。秋
あき

になると

朝
あさ

や夜
よる

ははだ寒
さむ

く、気温
き お ん

の変化
へ ん か

が大
おお

きくなることで、体
からだ

を守
まも

る「免
めん

疫
えき

」の力
ちから

が弱
よわ

くなり、病気
びょうき

にかかりやすく

なります。寒
さむ

いと感
かん

じたときに、体温
たいおん

調節
ちょうせつ

ができる上着
う わ ぎ

があるといいですね。病気
びょうき

を予防
よ ぼ う

するために１番
ばん

大切
たいせつ

なのは、手
て

についたばい菌
きん

やウイルスをしっかり手
て

あらいで落
お

とすことです。正
ただ

しい手
て

あらいができているか、

振
ふ

り返
かえ

ってみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の方へ お知らせ 

【 早退時のお迎えについて 】 

防犯上の観点から、早退のお迎えに来られる際は職員玄関を通って保健室に来ていただきますようお

願いいたします。発熱や嘔吐などで昇降口からの下校が難しい場合は、保健室の履き出し口から下校と

なります。また、ご来校時は保護者であることが分かるよう名札の着用にご協力ください。（突然のお迎え

でお手元に名札がない場合は、事務室に声をかけ来校者用の名札をご利用下さい。） 

【 令和８年度 学校給食における食物アレルギー対応について 】 

１０月下旬頃、在校生を対象に次年度の給食の食物アレルギー対応についておたよりを配布します。

継続して対応をご希望される場合もご提出いただきますので、必ずご確認をお願いいたします。 



 
 

 

学校保健委員会は、学校医の先生方をお招きし、保護者の皆様と島小教職員とで島小学校の児童の健康につい

て考える会です。今年度は学校歯科医の瀧澤先生、大瀬先生にご出席いただき、１学期に本校で行った定期健康診

断結果と新体力テストの結果、学校保健や給食の取り組みについて報告を行いました。また、今年度は本校の山田 

千晶 SSWが「スクールソーシャルワーカーが考える子どもとの関わり方」について講話を行いました。 

１ 健康診断等の結果と本校の取組について 

～１学期の歯科健診の結果から～ 
  １学期の歯科健診で未処置のむし歯があった人は全校

の１５．９％で、歯垢の付着や歯肉の炎症があり、受診勧告

をされている児童は、低・中学年に多くなっていました。永久

歯のむし歯がある児童は１３名でした。むし歯を放置し続け

ると、歯のみならず神経や全身の健康に影響していくため、

歯科医院での早期治療や定期的なクリーニングが重要で

す。１１月は、秋の歯と口の健康週間に合わせて、歯みがき

カレンダーや歯ブラシチェックの取り組みや歯科健診を行い

ますので、御家庭でもお子様の歯みがきの様子を改めて確

認していただくようご協力お願いいたします。 

 

２ 保健室来室状況について 
  令和６年度の保健室来室者数の合計は４，８６９人

でした（平均２４人/日）。怪我の種類は打撲と擦り傷が

多く、全体の約７割を占めていました。怪我の原因とし

ては主に「走っていて転んだ」「人や物にぶつかった」

という理由が多く、ボール遊びの突き指や体育運動中の

捻挫で病院を受診した児童もいました。体調不良による

来室では、頭痛・腹痛・気持ち悪さの訴えが多いことが

分かりました。ご家庭でも十分な睡眠時間を確保して、

お子様がしっかり休養をとり、疲れを残さずに登校できるようご協力をお願いいたします。 

  

３ 新体力テストの結果について 
新体力テストの結果を見ると 2・６年の記録がよく、2年男子は８種目中５種目、６年女子は６種目で昨

年度を上回りました。種目別では、シャトルランを頑張り、４学年で昨年度以上を記録しました。一方、反

復横跳びと立ち幅跳びは伸び悩み、自身の昨年度の記録を下回る例もありました。また、児童の体力を全国

と比べると、男女とも握力、シャトルラン、５０ｍ走、立ち幅跳びで全国平均を上回っていましたが、上体

起こしとボール投げでは、男女とも記録に大きな開きがありました。 

このように、本校の児童の体力は、向上しつつも苦手分野が明確になっています。本校では、体力向上

に向け、知識や経験の獲得と楽しさから体を動かす習慣の定着を念頭に取り組んでいます。ご家庭でも、 
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児童が運動に親しみ体を動かせるように声をかけていただければ幸いです。 



４ 学校給食の取り組みについて 

学校給食は、「食」について学ぶ大切な教育活動の一貫として実施 

しています。本校では、食に関する体験活動として、「とうもろこしの皮むき」 

「旬の食材の展示」を行っています。このような活動を通して、子どもたち 

が食に対して主体的に関わることで、「食べること」や「調理すること」に 

より興味を持つきっかけになっています。 

今後も「見る・聞く・嗅ぐ・触る・食べる」という五感で子どもたちの 

食経験を豊かにし、子どもたちの健やかな成長につなげていきます。 

５ 山田千晶 先生（スクールソーシャルワーカー）の講話 

今年度は本校スクールソーシャルワーカーの山田 千晶先生が「スクールソーシャルワーカーが考える子どもとの

関わり方」というテーマで講話を行いました。幼児期から子ども自身が主体性をもって行動する（自分の荷物を自分

で持つなど）訓練を積み重ねていくことで、自ら考え自信をもって行動することにつながり、小学校入学後にランドセ

ルを背負って登校することがスムーズになるというお話がありました。また、学校のテストをなかなか家庭に持ち帰って

来ない子に対しては、取った点数で良し悪しを評価するのではなく、「間違えたところを直して１００点にすればいいん

だよ。」「たとえ点数が低くても、『名前を綺麗に書くことが出来たね。』と肯定的に声かけすることで、子どもは自信を

持って行動できるようになります。」とお話されている姿が印象的でした。 

ご参加いただいた保護者の方からは、「とても有意義な時間でした。なかなか機会がないことなので、とても学び

になり、山田先生への信頼が増しました。」「スクールカウンセラー（SC）やスクールアシスタント（SA）との違いや相

談の仕方を聞けたことが良かったです。」などの感想をいただきました。 

 

６ 学校医の先生方からの指導・助言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校歯科医  瀧澤 史夫 先生より 

小学校中学年でう歯の児童が増加するのは、奥歯の乳歯が生え変わることが関係 

しており、６歳臼歯が特にう歯になりやすいです。高学年になり、奥歯が永久歯に 

生え変わると、う歯の児童は減少します。予防には、歯みがきも重要ですが、依存性 

のある甘いものを食べすぎないような食習慣を低学年から身に付けたり、甘いもの 

以外（硬さのあるもの、歯ごたえのあるもの）を好きになるように、食育を通して 

食と健康について考える機会を学校や家庭で設けることをおすすめします。 

学校歯科医  大瀬 清香 先生より 

小学校中学年の児童がう歯になりやすいのは、歯の生え変わりの時期ということ 

もありますが、低学年のときにしていた仕上げみがきを段々としなくなり、子ども 

自身の歯みがきだけでは、歯垢を落とし切れていないことが関係しています。その 

ため、家庭では時々おうちの人が子どもの歯みがきをチェックする習慣をつけると 

良いです。また、前歯をぶつけてけがをして歯科医院に来る児童も多いです。運動 

を通して、バランス感覚や身体能力を養うことが重要だと言えます。 


